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1 研究の目的 

本研究は，体育科授業における学習環境に着目

し，学習者の関心や課題に応じた多様な活動機会

の確保により，学習者が運動の楽しさや喜びを味

わうことができる可能性の検証を目的とする。 

体育科授業については様々な研究が行われてい

る中，徳永(2009)は体育の授業に対する学習者の

意識において，「教師活動」に続き「学習環境」に

関する記述が多いことを明らかにしている。この

ことから，学習環境に対する学習者の関心は高い

と考えられる。学習環境とは，幼児児童生徒の学

習に影響を与える場面的・背景的な要因であると

され，広義には，学習の直接的な対象となる学習

材の内容や種類などを含むと定義づけられる(学

校教育辞典，2014)。また，学習環境に関する記述

の内容の大半が，「場づくり」についてであり，「場

づくり」の手立ての効果を認める記述が多い(徳永，

2009)。「場づくり」は，コートの大きさ，形，ゴ

ールの位置等，教師の意図が込められており，換

言すれば教育内容を典型的に含み込ませた教材づ

くりの具体である(佐々・中島，2011)ことから，

教材開発にあたっては「場づくり」を重視し，学

習者にとって考えたり工夫したりする余地のある

学習環境の設定が必要であると考える。さらに，

成家ら(2009)は，夢中で行っている最中の子ども

には「楽しい」または「動く感じ」は自覚しづら

いことから，単元を通して子どもが「楽しそう」

または「やってみたい」と思えるような場づくり

に留意する必要があることを示唆している。中学

校学習指導要領解説保健体育編(2017)においても，

教科の目標を実現するために，生徒が運動の合理

的な実践を通して，その楽しさや喜びを味わうこ

とができるようにすることの重要性が示されてお

り，体育科授業において学習環境への着目は大変

意義深いと考える。本研究において検討する授業

の具体は，学習環境に着目し，学習者の関心や課

題に応じた多様な活動機会が確保される体育科授

業である。これらにより，学習者は運動の楽しさ

や喜びを味わいやすくなることが推察される。 

2 研究の計画 

本研究は，授業実践及び質問紙調査を行うこと

によって，学習者が運動の楽しさや喜びを味わう

ことができる可能性を検証する。 

授業実践後の分析及び質問紙調査には，高田ら

(2003)の診断的・総括的授業評価「体育授業につ

いての調査(中学校用)」を用いた。これは，「体

育では，せいいっぱい運動することができます」

などからなる 20の質問項目に対して，学習者が

「はい」「どちらともいえない」「いいえ」の 3件

法から回答することによって，「たのしむ（情意

目標）」「できる（運動目標）」等の 4項目・次元

の得点及び総合評価が算出されるものである。特

に，「たのしむ（情意目標）」の得点は，本研究の

目的である運動の楽しさや喜びを味わえる体育科

授業であったか否かの判断規準として適切である

と考える。加えて，授業実践後の分析は，学習者

からの授業の感想等の聞き取り調査や学習カード

の記述内容を対象とした。 

また，質問紙調査は，実践授業とは異なる一単

元の学習後に，実際に学習した授業と本研究にお

いて検討する授業について，高田ら(2003)の授業

評価の「たのしむ」に関する質問 5項目の調査を

実施した。さらに，検討する授業については，高

田ら(2003)の授業評価に加え，良さそうな点や楽

しそうな点及び不安な点や難しそうな点について

記述形式で回答を求め，分析の対象とした。 
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3 研究の内容 

授業実践は，公立 A中学校第 1学年の保健体育

科「水泳」における「クロール」を取り扱い，本

実践は初回の記録測定にて振り分けられた 1コー

スの 12名を対象に実施した。全 6時間中，1時

間目及び 6時間目には記録測定が行われ，残りの

4時間のうち後半の 2時間において本研究に関わ

る実践を行った(2019年 6月 19日及び 21日)。

実践では，自己の課題の確認も踏まえたウォーミ

ングアップ(以下，W-up)後，グループ及び活動内

容を選択させた(表 1)。 

表 1 選択させたグループ及び活動内容 
実践 1回目 実践 2回目 

浮力実感グループ 

(①クラゲ浮き②だるま浮き③また

くぐり④プールの底にピッタンコ) 

ストローク＋息継ぎグループ 

(①大またクロール②手タッチクロ

ール③ビート板バタ足) 

ストリームライングループ 

(①伏浮き②けのび③いかだ流し） 

ストリームライングループ 

(①伏浮き②けのび③いかだ流し) 

ストリームライン＋バタ足グループ

(①ストリームライン＋バタ足②腕

組みバタ足③気をつけバタ足) 

ストリームライン＋バタ足グループ

(①ストリームライン＋バタ足②腕

組みバタ足③気をつけバタ足） 

W-upでは，自己の課題を客観的に認識させる

ため，学習者間で技能チェック表をもとに他者評

価を実施させ，その結果も踏まえて活動内容を選

択させた。また，各グループには学習内容や技能

ポイントが記載された学習補助資料を配布し，同

グループ内でのペア学習により授業を進行した。

さらに，活動場面では学習者と教師が活動内容を

認識しやすくするため，学習補助資料の台紙の色

と統一させたカラーテープを手首に装着させた。 

「体育授業についての調査（中学校用）」の結果，

総合評価(47.45～60 が「＋」)の平均得点は単元

前で 51.9，単元後で 52.3 であり，「たのしむ」

(12.11～15が「＋」)の平均得点は単元前で 12.8，

単元後で 12.9 であった。単元後の総合評価及び

「たのしむ」の得点は上昇しており，診断基準は

「＋」の評価であったことから，学習者が運動の

楽しさや喜びを味わうことはできたと推察できる。

また，聞き取り調査の結果，学習者から「できな

いところを徹底的に練習できたのが良かった」や

「できていないところが分かって新しいチャレン

ジをできたのが楽しかった」などと肯定的な意見

を聞くことができた。さらに，当該学習者らの総

合評価や「たのしむ」の得点の上昇から，本研究

における学習環境が有効であったと推察する。 

質問紙調査は，授業実践と同じく公立 A中学校

第 1学年の生徒 93名を対象に，男子生徒は「サッ

カー」，女子生徒は「バスケットボール」の単元後

に実施した(2019年 11月 27日及び 28日)。調査

の結果，「たのしむ」の平均得点は実際に学習した

授業において 13.7，本研究において検討する授業

において 13.8であり，診断基準は「＋」の評価で

あった。また，本研究において検討する授業は，

実際の授業と比較して「たのしむ」の質問 5項目

のうち 4項目で得点が高かったことから，学習者

は運動の楽しさや喜びを味わえると推察できる。

さらに，本研究において検討する授業について，

学習者からは「関心のある練習のため，楽しくで

きるし積極的に取り組める」や「課題点に集中し

て取り組めるなど，自分に適した練習ができる点

が良いと思う」といった意見が多く得られた。 

4 成果と課題 

(1)成果 

授業実践後の分析や同一単元での比較検証の結

果から，学習者の関心や課題に応じて多様な活動

機会を確保することは，学習者が運動の楽しさや

喜びを味わえることにつながる可能性が高いと十

分に判断できる。また，聞き取り調査や質問紙調

査の結果から，学習者の実態として本研究による

学習環境の必要性は高いと判断でき，今後も検討

する価値があると考える。 

(2)課題 

今回の授業実践では，単元を通した実践及び検

証はできていない。したがって，中・長期的に継

続した実践により，本研究において検討する学習

環境と学習者の運動の楽しさや喜びを味わうこと

との関係がさらに明確になると考える。また，学

習者が不安な点として挙げていた「活動場所の確

保」や「活動時の教え合いの可否」についても検

討することで，学習者が運動の楽しさや喜びを味

わえる体育科授業の実現につながると考える。 
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